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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役社長
安江 宏

一品一様、一気通貫で、お客様のモノづくりに貢献する
当社は、精密板金部品の製造・開発を基盤として、 板金加工・溶接・塗装・組立までを一貫して手掛け、あらゆ
る技術的課題を解決し、サービスを提供してきた。一人一人がお客様のためを思い、それぞれの知見を活かした提
案を行い、板金により社会のモノづくりに貢献する企業になることを目指す。当社の方針を全社員が徹底遂行する
ことで、世界中の顧客、地域社会に貢献するとともに、社員も会社も成長し、社員にも還元できるよう取り組んで
いく所存である。

2036年の売上高達成に向け、年率20％程度の成長を目指す。 売上100億円を達成するには、日本の板金加工のリーディングカンパニーとし
て板金に対して日頃よりいただいているあらゆるニーズを満たすとともに、板金
に付随した配線などの技術の研究を進めていくことが重要である。そのために
は生産キャパシティの拡大と配線などの電機分野への進出が不可欠となり、
板金に関する一貫生産体制で培った開発ノウハウを新事業の開拓にも応用
していく必要がある。

本社工場

〇本社所在地：岐阜県中津川市

〇事業概要：精密板金部品製造

〇常時使用する従業員：95名

（2025年7月時点）

〇現在の売上高：16億円

（2025年7月期）

〇法人番号： 3200001023448

〇Web：

https://tokaigikenkogyo.co.jp/

株式会社東海技研工業（製造業）

代表取締役社長の安江が自ら陣頭指揮を執り、多様な経験を持った従業
員に加え経営幹部も参画することで、全社一丸となってプロジェクトを推進す
る。今後の受注増に向けて、新工場の建設により板金と塗装のスペースの一
体化を行うとともに、現有の人材不足に対応するため、DXに資する機械設
備のさらなる導入を行うとともに、賃上げを行うことで人材採用に弾みをつける。
さらに、高度化する工場運営にあたり不足しているロボット人材、IT人材につ
いては、内部採用にとどまらず外部のリソースを積極的に活用し、100億円
達成に向けて万全の体制を取る。

【第1フェーズ】すでに取得済みの土地に最先端スマートファクト
リーを建設し、工場を移転することで需要に対応し、大幅な売上
の大幅な増加をはかる
【第2フェーズ】第３フェーズを視野に入れ、EV関係の配線など
も含めた生産体制の高度化を目的として、企業買収を行う
【第3フェーズ】旧塗装工場があった場所に、電気機械の生産も含
めた新工場を建設し、顧客の需要を一手に引き受ける会社となる
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